
別記様式第１号（第４条関係）

番 号

年 月 日

滋賀県知事 様

学校法人所在地

学 校 法 人 名

理 事 長 氏 名 印

年度滋賀県専修学校等運営費補助金交付申請書

年度滋賀県専修学校等運営費補助金について、下記のとおり交付を受けたいので、

滋賀県補助金等交付規則第３条の規定により、関係書類を添えて申請します。

記

補 助 金 交 付 申 請 額 金 円

関 係 書 類

(1) 事 業 計 画 書

(2) 経 費 に 係 る 収 支 予 算 書



別記様式第２号（第４条関係）

年度滋賀県専修学校等運営費補助事業計画書

左 の 内 訳
補 助 事 業 額 補助事業完了予定年月日

県 補 助 金 設置 者負担金

円 円 円
年 月 日

学 年
１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 計

課 程

①

②

①欄は、５月１日現在の生徒数とする。
②欄は、技能連携措置（通信制課程）に在籍する生徒数とする。

学 専 修 学 校 授 業 時 間 数 左のうち技能連携に係る授業時間数

年 週 時 間 学級数 年間週数 計 週 時 間 学級数 年間週数 計
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） Ａ×Ｂ×Ｃ （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） Ａ×Ｂ×Ｃ

１

２

３

４

他

計

補助事業の目的および効果



別記様式第２号（第４条関係）

年度滋賀県専修学校等運営費補助事業計画書

左 の 内 訳
補 助 事 業 額 補助事業完了予定年月日

県 補 助 金 設置 者負担金

円 円 円
年 月 日

学 年
１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 計

課 程

①
初 級 部

②
中 級 部

①、②欄は、５月１日現在の生徒数とする。

学 初 級 部 授 業 時 間 数 中 級 部 授 業 時 間 数

年 週 時 間 学級数 年間週数 計 週 時 間 学級数 年間週数 計
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） Ａ×Ｂ×Ｃ （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） Ａ×Ｂ×Ｃ

１

２

３

４

５

６

計

総 計 ― ― ―

補助事業の目的および効果



別記様式第３号（第４条関係）

年度資金収支予算書

学校法人名

資金収入の部 （単位：円）
（大科目）（小科目） 予 算 額 修繕費
学生生徒等納付金収入 損害保険料

授業料 賃借料
入学金 報酬･委託･手数料
施設整備資金 雑費
その他収入

手数料収入 管理経費支出
寄付金収入 消耗品費
補助金収入 光熱水費

県補助金収入 旅費交通費
市・町補助金収入 車両燃料費

福利費
資産運用収入 通信費
資産売却収入 修繕費
事業収入 損害保険料

補助活動収入 賃借料
付属事業収入 公租公課費

雑収入 広報費
退職金財団収入 渉外費
雑収入 会議費

借入金収入 手数料
長期借入金収入 雑費
短期借入金収入 補助活動補給金支出
学校債収入 補助活動支出

小 計
前受金収入 借入金等利息支出
その他の収入
資金収入調整勘定 借入金等返済支出△

期末未収入金 借入金返済△
前期末前受金 学校債返済△

前年度繰越支払資金 施設関係支出
資金収入の部合計 土地支出

建物支出
資金支出の部 構築物支出
（大科目）（小科目） 予 算 額 建設仮勘定支出
人件費支出 設備関係支出

教員人件費 機器備品支出
職員人件費 図書支出
役員報酬 車両支出
退職金

小 計
教育研究経費 資産運用支出

消耗品費 その他の支出
行事費 （予備費）

△光熱水費 資金支出調整勘定
△旅費交通費 前期末前払金
△車両燃料費 期末手形債務
△通信費 期末未払金

研究費 次年度繰越支払資金
保健衛生費 資金支出の部合計

（注）小科目については、適当な科目を追加し、または細分することができる。

教育研究経費支出の科目および管理経費支出の科目に代えて、経費支出の科目を設けることができる。



教 職 員 組 織 等

兼任 授 業 時 間 数 左のうち技能連携 年間給与
・ 氏 名 担当教科 に係る授業時間数 推計額

専任
の別 週時間 年時間 週時間 年 時 間 （千円）

計



別記様式第４号（第６条関係）

番 号

年 月 日

滋賀県知事 様

学校法人所在地

学 校 法 人 名

理 事 長 氏 名 印

年度滋賀県専修学校等運営費補助金実績報告書

年 月 日付け滋総第 号で補助金交付の決定について通知のあった標記補助

金について、滋賀県補助金等交付規則第１２条の規定により、その実績を関係書類に添えて報告し

ます。

記

関 係 書 類

(1) 事 業 完 了 調 書

(2) 経 費 に 係 る 収 支 決 算 書



別記様式第５号（第６条関係）

年度滋賀県専修学校等運営費補助事業完了調書

左 の 内 訳
補 助 事 業 額

県 補 助 金 設置 者負担金

円 円 円

補助事業完了
年 月 日 年 月 日

学 専 修 学 校 授 業 時 間 数 左のうち技能連携に係る授業時間数

年 週 時 間 学級数 年間週数 計 週 時 間 学級数 年間週数 計
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） Ａ×Ｂ×Ｃ （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） Ａ×Ｂ×Ｃ

１

２

３

４

他

計

補 助 事 業 の 効 果



別記様式第５号（第６条関係）

年度滋賀県専修学校等運営費補助事業完了調書

左 の 内 訳
補 助 事 業 額

県 補 助 金 設置 者負担金

円 円 円

補助事業完了
年 月 日 年 月 日

学 初 級 部 授 業 時 間 数 中 級 部 授 業 時 間 数

年 週 時 間 学級数 年間週数 計 週 時 間 学級数 年間週数 計
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） Ａ×Ｂ×Ｃ （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） Ａ×Ｂ×Ｃ

１

２

３

４

５

６

計

補 助 事 業 の 効 果



別記様式第６号（第６条関係）

年度資金収支決算書

学校法人名

資金収入の部 （単位：円）
（大科目）（小科目） 決 算 額 修繕費
学生生徒等納付金収入 損害保険料

授業料 賃借料
入学金 報酬･委託･手数料
施設整備資金 雑費
その他収入

手数料収入 管理経費支出
寄付金収入 消耗品費
補助金収入 光熱水費

県補助金収入 旅費交通費
市・町補助金収入 車両燃料費

福利費
資産運用収入 通信費
資産売却収入 修繕費
事業収入 損害保険料

補助活動収入 賃借料
付属事業収入 公租公課費

雑収入 広報費
退職金財団収入 渉外費
雑収入 会議費

借入金収入 手数料
長期借入金収入 雑費
短期借入金収入 補助活動補給金支出
学校債収入 補助活動支出

小 計
前受金収入 借入金等利息支出
その他の収入
資金収入調整勘定 借入金等返済支出△

期末未収入金 借入金返済△
前期末前受金 学校債返済△

前年度繰越支払資金 施設関係支出
資金収入の部合計 土地支出

建物支出
資金支出の部 構築物支出
（大科目）（小科目） 決 算 額 建設仮勘定支出
人件費支出 設備関係支出

教員人件費 機器備品支出
職員人件費 図書支出
役員報酬 車両支出
退職金

小 計
教育研究経費 資産運用支出

消耗品費 その他の支出
行事費 （予備費）

△光熱水費 資金支出調整勘定
△旅費交通費 前期末前払金
△車両燃料費 期末手形債務
△通信費 期末未払金

研究費 次年度繰越支払資金
保健衛生費 資金支出の部合計

（注）小科目については、適当な科目を追加し、または細分することができる。

教育研究経費支出の科目および管理経費支出の科目に代えて、経費支出の科目を設けることができる。



別記様式第７号（第５条関係）

年度滋賀県専修学校等運営費補助金交付請求書（概算払）

金 円

年 月 日付け滋総第 号で交付決定の通知があった 年度滋賀県専修

学校等運営費補助金を上記のとおり交付されるよう、滋賀県補助金等交付規則第１５条の規定によ

り請求します。

年 月 日

滋賀県知事 様

学校法人所在地

学 校 法 人 名

理 事 長 氏 名 印



別記様式第８号（第４条の２関係）

番 号

年 月 日

滋賀県知事 様

学校法人所在地

学 校 法 人 名

理 事 長 氏 名 印

年度滋賀県専修学校等運営費補助金交付額の変更申請書

年 月 日付け滋総第 号で補助金交付の決定について通知のあった標記補助金

について、下記のとおり交付額の変更を受けたいので、滋賀県補助金等交付規則第３条の規定によ

り、関係書類を添えて申請します。

記

１ 交 付 決 定 済 額 円

２ 追 加 申 請 額 円

３ 変 更 後 交 付 申 請 額 円

関 係 書 類

(1) 補 助 事 業 変 更 計 画 書

(2) 経 費 に 係 る 収 支 予 算 書（予算に関する確約書）



別記様式第９号（第４条の２関係）

年度滋賀県専修学校等運営費補助事業変更計画書

左 の 内 訳
補 助 事 業 額 補助事業完了予定年月日

県 補 助 金 設置 者負担金

（変更前） 円 円 円
年 月 日

（変更後）

学 年
１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 計

課 程

①

②

①欄は、５月１日現在の生徒数とする。
②欄は、技能連携措置（通信制課程）に在籍する生徒数とする。

学 専 修 学 校 授 業 時 間 数 左のうち技能連携に係る授業時間数

年 週 時 間 学級数 年間週数 計 週 時 間 学級数 年間週数 計
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） Ａ×Ｂ×Ｃ （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） Ａ×Ｂ×Ｃ

１

２

３

４

他

計

補助事業の目的および効果



別記様式第９号（第４条の２関係）

年度滋賀県専修学校等運営費補助事業変更計画書

左 の 内 訳
補 助 事 業 額 補助事業完了予定年月日

県 補 助 金 設置 者負担金

（変更前） 円 円 円
年 月 日

（変更後）

学 年
１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 計

課 程

①
初 級 部

②
中 級 部

①、②欄は、５月１日現在の生徒数とする。

学 初 級 部 授 業 時 間 数 中 級 部 授 業 時 間 数

年 週 時 間 学級数 年間週数 計 週 時 間 学級数 年間週数 計
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） Ａ×Ｂ×Ｃ （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） Ａ×Ｂ×Ｃ

１

２

３

４

５

６

計

総 計 ― ― ―

補助事業の目的および効果



別記様式第10号（第４条の２関係）

年度資金収支補正予算書

学校法人名

資金収入の部 （単位：円）

（大科目）（小科目） 当初額 補正額 補正後額 修繕費

学生生徒等納付金収入 損害保険料

授業料 賃借料

入学金 報酬･委託･手数料

施設整備資金 雑費

その他収入

手数料収入 管理経費支出

寄付金収入 消耗品費

補助金収入 光熱水費

県補助金収入 旅費交通費

市・町補助金収入 車両燃料費

福利費

資産運用収入 通信費

資産売却収入 修繕費

事業収入 損害保険料

補助活動収入 賃借料

付属事業収入 公租公課費

雑収入 広報費

退職金財団収入 渉外費

雑収入 会議費

借入金収入 手数料

長期借入金収入 雑費

短期借入金収入 補助活動補給金支出

学校債収入 補助活動支出

小 計

前受金収入 借入金等利息支出

その他の収入

資金収入調整勘定 借入金等返済支出

期末未収入金 借入金返済

前期末前受金 学校債返済

前年度繰越支払資金 施設関係支出

資金収入の部合計 土地支出

建物支出

資金支出の部 構築物支出

（大科目）（小科目） 当初額 補正額 補正後額 建設仮勘定支出

人件費支出 設備関係支出

教員人件費 機器備品支出

職員人件費 図書支出

役員報酬 車両支出

退職金

小 計

教育研究経費 資産運用支出

消耗品費 その他の支出

行事費 （予備費）

光熱水費 資金支出調整勘定

旅費交通費 前期末前払金

車両燃料費 期末手形債務

通信費 期末未払金

研究費 次年度繰越支払資金

保健衛生費 資金支出の部合計

（注）小科目については、適当な科目を追加し、または細分することができる。

教育研究経費支出の科目および管理経費支出の科目に代えて、経費支出の科目を設けることができる。



別記様式第11号（第４条の２関係）

予 算 に 関 す る 確 約 書

番 号

年 月 日

滋賀県知事 様

学校法人所在地

学 校 法 人 名

理 事 長 氏 名 印

年度の当学校法人予算の収入の部で、滋賀県専修学校等運営費補助金内示額が当初の予

算措置額を超えるので、下記のとおり補正することを確約します。

なお、補正増額分は、主として‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

（人件費（役員報酬、退職金を除く）、教育研究経費、管理経費のうち補正で特に増額しようとす

る部分について記述すること）に充てる予定です。

記

収 入 科 目 補 正 前 補 正 後

補助金収入 円 円

県補助金収入 円 円

専修学校等運営費補助金 円 円


